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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期
第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 131,950 149,333 272,543

経常利益 (百万円) 10,179 11,367 20,441

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) △7,510 4,965 7,028

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 601 4,182 14,558

純資産額 (百万円) 54,092 71,435 68,011

総資産額 (百万円) 240,570 260,896 258,186

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

(円) △167.74 110.94 156.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.86 22.83 21.94

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9,918 8,180 20,588

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △8,146 △9,247 △15,343

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 11,089 △1,338 3,395

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 45,534 39,746 42,158
 

　

回次
第69期
第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又
は１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △244.98 63.47

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による金融政策や経済政策等により景気は緩やかな回復

基調で推移いたしました。しかしながら、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動に加え、円安による原材料

等の価格上昇もあり、当社を取巻く環境は厳しい状況にありました。

世界経済は、米国の雇用環境や個人消費の改善、住宅価格の上昇等により景気の回復基調が継続しました。しか

し、欧州経済は政府債務問題や政情不安もあり低水準の成長に留まりました。また、新興国におきましても中国は

経済成長率が低下、東南アジアや南米等では経済停滞などにより成長が鈍化し、先行きは依然として不透明な状況

が続いております。

このような環境のなか、当社グループの連結売上高は149,333百万円（前年同期比13.2％増）となりました。北米

での自動車販売が好調に推移したことと、中国での日本車販売の回復が主な要因です。連結営業利益は増収効果に

より9,578百万円（前年同期比8.8％増）、連結経常利益は為替差益の発生で11,367百万円（前年同期比11.7％

増）、法人税等と少数株主利益を控除し、四半期純利益は4,965百万円（前年同期は7,510百万円の四半期純損失）

となりました。

セグメント情報は次のとおりです。

輸送用機器関連事業の売上高は143,717百万円（前年同期比13.1％増）となり、セグメント利益は9,224百万円

（前年同期比10.6％増）となりました。

情報サービス事業の売上高は5,289百万円（前年同期比16.0％増）となり、セグメント利益は138百万円（前年同

期比59.3％減）となりました。

その他事業は、売上高は1,419百万円（前年同期比8.0％増）、セグメント利益は209百万円（前年同期比86.5％

増）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、260,896百万円（前連結会計年度末258,186百万円）とな

り、2,710百万円増加しました。流動資産は149,395百万円となり792百万円増加し、固定資産は、111,500百万円と

なり1,917百万円増加しました。

流動資産は、受取手形及び売掛金が1,098百万円増加したことが主な要因です。固定資産は、無形固定資産が881

百万円増加したことが主な要因です。

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、189,460百万円（前連結会計年度末190,174百万円）とな

り、713百万円減少しました。流動負債は、121,502百万円となり8,854百万円増加し、固定負債は67,958百万円とな

り9,568百万円減少しました。

流動負債は、短期借入金が9,284百万円増加したことが主な要因です。固定負債は、長期借入金が10,093百万円減

少したことが主な要因です。

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、71,435百万円（前連結会計年度末68,011百万円）とな

り、3,424百万円増加しました。これは利益剰余金の増加が主な要因です。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ2,412百万円減少し39,746百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、8,180百万円（前年同期は9,918百万円）となりました。この主な要因は、税金

等調整前四半期純利益8,850百万円と、減価償却費6,459百万円です。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動に使用した資金は、9,247百万円（前年同期は8,146百万円）となりました。この主な要因は、有形固定

資産の取得による支出7,089百万円です。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動に使用した資金は、1,338百万円（前年同期は11,089百万円の獲得）となりました。この主な要因は、長

期借入金の返済による支出1,218百万円です。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、256百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 45,581,809 45,581,809
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 45,581,809 45,581,809 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

― 45,581,809 ― 9,885 ― 16,597
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱横浜銀行
(常任代理人 資産管理サービス信託
銀行㈱)

神奈川県横浜市西区みなとみらい三丁目１
番１号
(東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海ア
イランドトリトンスクエアオフィスタワー
Ｚ棟)

2,199 4.82

日本マスタートラスト信託銀行㈱
(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 2,026 4.44

日産自動車㈱退職給付信託口座　信
託受託者　みずほ信託銀行㈱　再信
託受託者　資産管理サービス信託銀
行㈱

神奈川県横浜市神奈川区宝町２番地
(東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海ア
イランドトリトンスクエアオフィスタワー
Ｚ棟)

1,742 3.82

ミツバ取引先企業持株会 群馬県桐生市広沢町一丁目2681番地 1,701 3.73

日立オートモティブシステムズ㈱
東京都千代田区大手町二丁目２番１号
新大手町ビル

1,689 3.70

本田技研工業㈱ 東京都港区南青山二丁目１番１号 1,662 3.64

㈲サンフィールド・インダストリー 群馬県桐生市巴町二丁目1890番地18 1,550 3.40

日本トラスティ・サービス信託銀行
㈱(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,538 3.37

セコム損害保険㈱ 東京都千代田区平河町二丁目６番２号 1,343 2.94

第一生命保険㈱
(常任代理人 資産管理サービス信託
銀行㈱)

東京都千代田区有楽町一丁目13番１号
(東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海ア
イランドトリトンスクエアオフィスタワー
Ｚ棟)

1,296 2.84

計 ― 16,750 36.75
 

(注) 上記日本マスタートラスト信託銀行㈱及び日本トラスティ・サービス信託銀行㈱の所有株式数は、全て信託業

務に係る株式数であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式     821,800 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  44,692,800 446,928 ―

単元未満株式 普通株式      67,209 ― ―

発行済株式総数            45,581,809 ― ―

総株主の議決権 ― 446,928 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が17,500株含まれております。また、

「議決権の数(個)」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数175個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱ミツバ
群馬県桐生市広沢町
一丁目2681番地

821,800 ― 821,800 1.80

計 ― 821,800 ― 821,800 1.80
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 43,523 41,100

  受取手形及び売掛金 45,679 46,777

  有価証券 505 527

  商品及び製品 15,285 14,684

  仕掛品 3,423 4,184

  原材料及び貯蔵品 21,090 20,189

  繰延税金資産 3,439 3,490

  その他 15,803 18,583

  貸倒引当金 △148 △141

  流動資産合計 148,602 149,395

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 58,897 58,451

    減価償却累計額 △38,895 △39,296

    建物及び構築物（純額） 20,001 19,155

   機械装置及び運搬具 118,721 119,799

    減価償却累計額 △88,386 △89,502

    機械装置及び運搬具（純額） 30,335 30,296

   工具、器具及び備品 46,167 46,406

    減価償却累計額 △42,108 △42,531

    工具、器具及び備品（純額） 4,058 3,874

   土地 6,739 6,609

   リース資産 3,790 4,364

    減価償却累計額 △1,686 △2,029

    リース資産（純額） 2,104 2,335

   建設仮勘定 5,020 5,999

   有形固定資産合計 68,260 68,271

  無形固定資産   

   ソフトウエア 1,665 2,181

   ソフトウエア仮勘定 1,881 2,109

   その他 1,385 1,523

   無形固定資産合計 4,932 5,814

  投資その他の資産   

   投資有価証券 23,227 23,579

   長期貸付金 1,758 2,678

   繰延税金資産 1,572 1,465

   長期前払費用 415 426

   退職給付に係る資産 7,894 7,935

   その他 1,575 1,383

   貸倒引当金 △53 △53

   投資その他の資産合計 36,390 37,415

  固定資産合計 109,583 111,500

 資産合計 258,186 260,896
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 28,231 25,418

  短期借入金 47,140 56,425

  1年内償還予定の社債 128 104

  未払金及び未払費用 24,542 25,903

  未払法人税等 1,668 1,446

  賞与引当金 4,535 4,647

  製品保証引当金 1,457 1,911

  その他の引当金 144 143

  その他 4,799 5,502

  流動負債合計 112,648 121,502

 固定負債   

  社債 84 48

  長期借入金 60,834 50,741

  長期未払金 10,680 10,651

  繰延税金負債 3,014 3,267

  退職給付に係る負債 1,009 1,071

  その他 1,903 2,177

  固定負債合計 77,526 67,958

 負債合計 190,174 189,460

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,885 9,885

  資本剰余金 15,719 15,719

  利益剰余金 28,888 33,374

  自己株式 △596 △597

  株主資本合計 53,896 58,382

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,869 3,593

  為替換算調整勘定 △602 △2,826

  退職給付に係る調整累計額 493 415

  その他の包括利益累計額合計 2,760 1,182

 少数株主持分 11,354 11,870

 純資産合計 68,011 71,435

負債純資産合計 258,186 260,896
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 131,950 149,333

売上原価 111,348 125,908

売上総利益 20,601 23,424

販売費及び一般管理費 ※  11,801 ※  13,845

営業利益 8,800 9,578

営業外収益   

 受取利息 154 201

 受取配当金 204 249

 持分法による投資利益 678 491

 為替差益 874 1,427

 その他 344 377

 営業外収益合計 2,257 2,747

営業外費用   

 支払利息 560 570

 その他 317 388

 営業外費用合計 878 958

経常利益 10,179 11,367

特別利益   

 固定資産売却益 36 35

 投資有価証券売却益 118 -

 受取保険金 0 118

 負ののれん発生益 30 0

 その他 17 7

 特別利益合計 203 162

特別損失   

 固定資産除却損 64 59

 取引調査関連損失 181 212

 独禁法違反に係る罰金 13,275 680

 損害補償損失等引当金繰入額 - 1,500

 その他 343 225

 特別損失合計 13,865 2,679

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,482 8,850

法人税等 2,816 2,843

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△6,298 6,006

少数株主利益 1,211 1,040

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,510 4,965
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△6,298 6,006

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 846 744

 為替換算調整勘定 5,729 △2,411

 退職給付に係る調整額 - △81

 持分法適用会社に対する持分相当額 324 △75

 その他の包括利益合計 6,900 △1,824

四半期包括利益 601 4,182

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,283 3,388

 少数株主に係る四半期包括利益 1,884 793
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△3,482 8,850

 減価償却費 6,018 6,459

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 58 △2

 受取利息及び受取配当金 △359 △450

 支払利息 560 570

 持分法による投資損益（△は益） △678 △491

 有形固定資産売却損益（△は益） △9 8

 独禁法違反に係る罰金 13,275 680

 売上債権の増減額（△は増加） △2,525 △2,620

 たな卸資産の増減額（△は増加） 2,300 △459

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,450 △1,061

 その他 △72 685

 小計 12,637 12,167

 利息及び配当金の受取額 301 516

 利息の支払額 △604 △570

 独禁法違反に係る罰金の支払額 - △680

 法人税等の支払額 △2,416 △3,253

 営業活動によるキャッシュ・フロー 9,918 8,180

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の売却による収入 5 -

 有形固定資産の取得による支出 △6,638 △7,089

 有形固定資産の売却による収入 244 322

 投資有価証券の取得による支出 △542 △160

 投資有価証券の売却による収入 266 -

 貸付けによる支出 △677 △1,313

 貸付金の回収による収入 474 311

 その他 △1,278 △1,318

 投資活動によるキャッシュ・フロー △8,146 △9,247

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △6,158 401

 長期借入れによる収入 28,621 1,202

 長期借入金の返済による支出 △9,644 △1,218

 社債の償還による支出 △80 △60

 配当金の支払額 △357 △358

 少数株主への配当金の支払額 △224 △356

 その他 △1,067 △950

 財務活動によるキャッシュ・フロー 11,089 △1,338

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,407 △580

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,268 △2,986

現金及び現金同等物の期首残高 30,964 42,158

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 301 574

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  45,534 ※  39,746
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、㈱両毛ビジネスサポート、㈱両毛インターネットデータセンター及び広州三葉

電機（武漢）有限公司を連結の範囲に含めております。

 

(会計方針の変更)

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を、退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

これによる損益及び財政状態に与える影響は軽微であります。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

   保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

― ―
ミツバ・テクラス・ル
ス・エル・エル・シー

81百万円

   (29百万ルーブル)

計 ― 計 81
 

上記のうち外貨建保証債務等は、決算日の為替相場により円換算をしております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
 前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

① 運搬費保管料 3,479百万円 3,913百万円

② 役員報酬・給料・賞与 2,583 2,918 

③ 賞与引当金繰入額 365 475 

④ 退職給付引当金繰入額 △6 ― 

⑤ 退職給付費用 ― 58 

⑥ 設備費 764 964 

⑦ 製品保証引当金繰入額 302 922 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金勘定 46,480百万円 41,100百万円

有価証券勘定 600 527

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,445 △1,453

価値変動のリスクのある有価証券等 △100 △427

現金及び現金同等物 45,534 39,746
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日
取締役会

普通株式 358 8 平成25年３月31日 平成25年６月６日 利益剰余金
 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月８日
取締役会

普通株式 358 8 平成26年３月31日 平成26年６月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

輸送用機器
関連事業

情報サービス
事業

その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 126,717 4,035 1,197 131,950 ― 131,950

セグメント間の内部
売上高又は振替高

367 523 116 1,007 (1,007) ―

計 127,084 4,559 1,314 132,958 (1,007) 131,950

セグメント利益 8,340 339 112 8,792 8 8,800
 

(注) １．セグメント利益の調整額８百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

輸送用機器関連事業において、子会社株式の買取が行われました。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては30百万円でありま

す。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

輸送用機器
関連事業

情報サービス
事業

その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 143,406 4,627 1,299 149,333 ― 149,333

セグメント間の内部
売上高又は振替高

311 662 119 1,093 (1,093) ―

計 143,717 5,289 1,419 150,426 (1,093) 149,333

セグメント利益 9,224 138 209 9,572 6 9,578
 

(注) １．セグメント利益の調整額６百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

△167円74銭 110円94銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(百万円) △7,510 4,965

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(百万円)

△7,510 4,965

普通株式の期中平均株式数(千株) 44,775 44,760
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年11月７日

株式会社ミツバ

取締役会 御中

　

新宿監査法人
 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   壬   生   米   秋   印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   末   益   弘   幸   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミツバ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミツバ及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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